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黒毛和種供妊牛へのグリセリン製剤給与が

採佐成績!こ及ぼす影響

西

緒 <=> 

分娩後の乳牛は，念、激な乳量増加のため，鶴来lから

の摂取エネルギーに乳生援のエネルギーが追いつか

ず，血中グノレコース濃度が低下するため，いわゆる

「負のエネルギーバランス状態jに陥ることが知られ

ている 11。

血中グ、ノレコース濃疫が低下して糖質からのエネ

ルギー供給が不足すると，乳牛は体脂肪を動員しエネ

ルギー産生を行う必要があるため，結肪分解が尤進し

ケトン体(アセト酢酸， s-t: Fロキシ酪駿，アセトン)
へと代謝されエネルギー不足分を補うが，や体内で

のケトン体の処理能力を超えた場合にはケトーシス

を発症することになる九

グリセリンは中性脂肪やリン!I旨費の構成成分で，

消化管から吸収された後，肝臓で糖新生の基費として

利用されてエネルギー源となることから，分娩後に

グリセリンやフ。ロピレングリコールを経口給与する

ことによりケトーシスの治療が行われている 3，.11。

ケトーシスは卵子の発育および黄体形成に悪影響

を及ぼすことから 51 近年，グリセリンを分娩後の

乳牛に給与してエネルギー不足を改善することに

より人工授精の受給成績Aが向としたことが報告さ

れベグリセリンの給与が牛の繁殖成績の向上に影響

を及ぼすことが注医されている。

本試験ではグリセリン製剤を黒毛和種ドナー牛に

給与し，採膝成ii責に及ぼす影響について検討した。

材料と方法

1)供腔牛および採取

試験に供したドナー牛は栃木県那須坂原市および

那須町の和牛繁殖農家 40戸で餌育されている黒毛

和種経産牛 40践である。これらを無作為に 2群に

分け，結与群 20頭には発情日(給与開始日)から

採卵白までグリセリン製剤を 3退問給与し

司自主1イーテイ研究所 (MasahikoNishigail 

対照群 20頭には対照、としてグリセリン製剤を給与

しなかった。さらに給与群，対照併ーから 5頭をそれ

ぞれ無作為に選定し，それらについて供粧牛の発情日

と採卵日に頚静脈から採血を行し、血液生化学的検査

[グ、ルタミン駿オキサロ酢酸トランスアミナーゼ

(GOT) ，尿素窒素(BUN)，総コレステロール(T削Cho)， 

中性脂肪(TG)，遊民間旨肪酸(NEFA)，総ケトン体，ア

セト酢酸， 3ヒドロキシ酪酸(3HB)および取糖]および

邸中プロジェステロン濃度ならびに血中インスリン

様成長因子1(IGF-l)濃度の測定を行った。

2)血液生化学的検査の測定方法

GOT はJSCCt票準化対TG法， BUNはウレアーゼ

GLDH法，総コレステロール， TG， NEFA，ケトン体

は酵素法，lIIl糖は悶定化酵素電極法， lI乱中プロジェス

テロン濃度は化学発光免疫概定法，lIIl中インスリン様

成長因子 1(IGF-l)濃震は免疫放射定量法(ビーズ固

相法)で測定した。

3)グリセリン製剤の給与方法

供月五牛の発情おそと給与開始日から採)j杢おまで3週間

にわたりグリセリン製剤200g(カーブエイドG，物産

バイオテック株式会社;カーブエイドG200g中にグリ

セリン50gを含有)を濃厚飼料に混合して供脹牛に

朝 1回給与した。なお，カーブエイドGの成分は粉米

グリセリンを主体とし強肝剤で、あるバイパスコリン，

インスリンの作用を促進するクロムおよびナイア

シン他を含む総合サプリメントで、ある。

4)過剰排卵処置・肢の採取および採血方法

過剰排卵処置は，既報 7)~こ従い，黒毛和種のドナー

牛に発情後 10日(発情臼をO日)から卵胞刺激ホノレモ

ン(FSH;アントリン，共立製薬)20アーマー単位を減

量投与法により筋肉内注射し， FSH投与開始後3臼に

プロスタグランジンFzα(PGF2α;動物用プロナルゴ、ンF

注射液，ファイザー株式会社)をジノプロストとして

30mg (朝20mg，タlOmg)筋肉内投射して発情を誘恕

し，発情発現後 24時間に l囲，人工授精を行った。

0369-52，j 7/ ll/Y500/ 1論文/JCOPY
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睦の採取は発情後 7日に非手術的子宮海流法に

よって行二った。

5)採取した庇の品質の判定方法

採取した臨の品質の判定方法には従来の Lindner

らりの分類法と IETSOnternational Embryo Transfer 

Society)の分類法 9)の 2種類があるが，包括的な

フィールドでの限移情J求績の検討により Lindnerら8)

の分類が移様後の脹の生存性を直接反映すること

されている 10)ため，本試験では Lindnerら8)

の分類に従って①凍結可能なExcellentおよひ、Good臨

②怪の凍結はできないが新鮮服移織が可能な Fair

および POOl版③凍結も新鮮)j杢移植もできない変性那

および米受精卵に品質さと区分して採卵個数を上ヒ較

した。

6)統計計算

Studentの f検定 1])により有意定検定を行い，危険

5%未満(pく0.05)を有意差ありと判定した。

成 車重

1)採卵成績

採卵成績は表 1に示すとおりで、あった。すなわち，

給与鮮の平均総採卵{回数は 19.7こと2.6(標準誤差;

SE)侭|であったが，対照群は 15.6土1.6 ilf;Jであり対照

群と比較して多い傾向にあったが，有意差はみとめ

られなかった。

凍結可能である ExcellentおよびGood膝の平均採JJll

成結は給与鮮では 12.9土2.0個で、あったが，対照群

では 7.1::t1.2鵠であり，間群i淘に有;意差がみとめ

られた(p<0.05)。

凍結はできないが新鮮限移植が可能である Fair

および Poor粧の平均採卵成績は給与群では 0.4土

O. 2銅で、あったが対日(HftoはO.3ことO.1偶であり，対照群

と比較して多い傾向にあったが有意差はみとめられ

なかった。

凍結も新鮮経移植もできない変性卵および米受精

卵の平均採卵成総は給与群では 6.4::t1. 2倒で、あった

淡 l

が，対照群は 8.3::t 1. 8俗であり附群慌に有意設は

みとめられなかっ

凍結および新鮮限移植可能臨 (Excellent，Good， 

Fairおよび Poor経)の平均採JJIJ成績は給与群では

12. 9土1.9個であったが，対照すれま 7.2ごと1.2個であり，

対照群と比較して有意援がみとめられた(P<0.05)

(表 2)。

表 2

対日引洋 (n=20) 7.2二と1.2ネ

間に符意澄 (pくO明05)あり，

2)血液生化学的検査成績

長生化学的検査成績は表3に示すとおりで、あったO

給与群の発情日と採卵日の平均血中プロジェステ

ロン濃度とlIII.糖値に有意差(P<0.05)が認められたが，

GOT， BUN， ~:念コレステローノレ ， TG， NEFA ，手念

ケトン体，アセト酢蔽， 3HBならびにIGF-1の平均値

について有意羨は認められなかったO 対照群の発情日

と揺那臼の平均血I=Pプロジェステロン濃度に有意義

(P<0.05)が認められたが，他の検査項目の平均値

について，有意差は認められなかっ

給与計二と対照~l平については全てのlÍll.液検査項目

について平均値に有意差は認められなかった。しかし，

給与群の血中総ケトン体濃度は発情臼には 267

24μmol/lで，採卵白には293::t20μmol/lであったが，

対損群では発情日には 493土 110~lmol/l で，採卵 s

には 612ごと93ドmol/lとi二昇した。

投与1J:f:のI鼠仁T3HB濃度は発情日には 264土
26十unol/lで，採卵日には290ごとlO/lmol/lであったが，

対照群では発情日には 479 二と 105μmol/l で，採卵 ~I

には 598::t10μmol/lと上昇した。

また投与群の IGF-1の平均JIIl9:J濃度は発情βに

は 123.8ごと26.2ng/mlで，採卵白には 136.6土

出
汁 総採卵数

変性卵

;jミ受紡卵
ExcellentおよびGoodランク11日E

給与若手 (11コ20) 19.7 

対照群 (11コ20) 15.6土1.6

間;こ有意澄(pく0.05)あり，

12.9ごと2.ぴ

7.1土1.2泳

FaiτおよびPoor
ランク月五

0.4ごと0.2

0.3二と0.1

6.4ごと1.2

8.3ごと1.8
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差是 3

発.m日 採卵日 発情日 採O[1f=1

llt GOT GOT BUN BUN 

(む11) (じIl) (μg/dl) (J.lgldl) 

給与1r手(11=5) 85ごと7.7 8.08ごと1.09 8.18ごと1.15

対照群 (11=5) 78.2土2.3 79.6土16.5 9.'14土1.13 10.5ごとO.ヲ2

予告Ii'jf=I 採卵1=1 発的日 採卵IJ

lt手 T-Cho T-Cho TG TG 

(mg/dl) (mg/dl) (mg/dl) (mg/dl) 

給与11手(11コ5) 128.4土11.8 122.7ごと12.4 11.4ごと1.8 8.6ごと1.8

対照群 (11=5) 1/10.4土6.3 134.8土6.'1 10.6土1.8 6.'1ごと2.5

発作11ヨ 採卵日 発情日 採卵日

1汗 NEFA NEFA フ令Iコジェステロン ブ〉ロジェステロン

(mEq/l) (mEq/l ) (ng/m/) (ng/mJ) 

給与若手 (11=5) 0.20こと0.05 0.25土0.06 0.42こと0.05潟

支持(\ítl~ (11 =5) 0.31玄0.04 0.25こと0.03 0.65二と0.21本 52.5土11.1'

お 11号に有芯:まを (p<0.05)あり

発↑j'1'1:I 採卵iヨ 予告↑i'Hヨ 採~n f=I 

1持1 IGF“] IGF-I 総ケトン体 総ケトン体

(ng/ml) (ng/ml) (μmol/ 1) (μmol/ 1) 

給与i伴(11コ5) 123.8土26.2 136.6念日 9 267二と24 293コ二20

対!被併 (11=5) 104.7ごと7.7 105.6二と5.3

発病日 採~Il ~I 

jl学 アセト隊関空 アセト酔置を

(μmol/ 1) (μmol/ 1) 

給与i洋(11コ5) 6こと2 3ごと2

対日ru洋(n=5) 13.5ごと4.5 はごと11

発'tFff=I 採卵日

i洋 lIIL事lf lIIL紛

(mg/dJ) (mg/dJ) 

給与ftY， (11 =5) 58.4土2.2* 82.2二と8.7*

%)'J!(¥lrf， (11 =5) 61.4土4.2 66.8ごと4.8

* ~rJに有意表 (p<0.05)あり

14.9ng/mlとI二昇したが，対!l吉鮮では発情日には

104. 7ごと7.7ng/mlで，採卵日には 105.6::1=5.3ng/ml

と変化はなかった。

考察

分娩後の乳牛は生理的に成長ホルモン(GH)

する。 GHは肝臓に作用し，インスリン探成長因子 l

493ごと110 612土93

予告↑<1~ 日 採卵羽

3HB 3HB 

(J.lmol/l) (ドll1olll)

264こと26 290ごと10

479j二10.5 598土10

(lGF-1)の分泌を耕激するが，分娩後の魚のエネノレ

ギーノくランス状態では IGF-lの分i泌は下降する

牛では血中IGF-lのほとんどが肝臓で産生され，

成牛では黄体の発脊，ステロイド合成および卵子の

成熟に大きな影響を及ぼしている。さらに初期臨には

IGF-l受容体が存在し， IGF-lを培養液に添加する

ことにより卵組の成熟を促すとともにアポトーシス
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細胞数が減少し総細胞数が場加することが報告され

ている 13.1.1)。

インスリンと IGF-lは牛の卵抱発育の諦節に関係

することが報告されている 15，I叫が，特に IGF-lは牛の

過来日排卵成績に大きな影響を与えることが報告され

ている li)

いっぽう， Hidalogoら18)はプロピレングリコーノレを

未経産牛の受眠守二に 20日間経口投与した場合に脹移

植の受給率が向上したと報告していることから，グリ

セリン製剤をドナー牛に給与することにより過剰

排卵成績を向上させる可能性がある。

そこで，黒毛和穂ドナー牛にグリセリン製剤

(カーブPエイドG)200gを1日1回，発情おから採卵

白まで3適時給与し，採卵数と採sliした脹の品質4に

及lます影響について検討し

本成績において，給与群の ExceIlentおよびGood恨

の平均採卵数は対照群のそれより有意(P<0.05)に

多く，凍結および移憾可能総数も有意(p<0.05)に

多かった。

このことに閉し，給与群では総ケトン体と 3HB濃

度は発A情おと採卵日に差がなかったが，対日夜群では発

情日に比べて採卵日には大幅に上昇ーした。また投与群

の IGF-Iの平地濃度は発2情日に比べ採sp日には上昇

したが，対照税では発情臼と採卵日に変化はなかっ

このことから，午の過剰排卵成績においてグリセ

リン製剤を給与することにより血糖値が有意に上昇

し，分娩後の負のこにネルギーバランスが改善され，

血中ケトン体濃度が減少するとともに， IGF-I濃度が

上昇し，初期限の発育が促進されたため，肢の採卵数

と粧の品繋が向上したものと考えられた。

結論

黒毛和穏Fナー牛にグリセリン製剤 200gを 3j盟問j

給与し，採卵した粧の品質に及ぼす影響について検討

したところ，グリセリン製剤給与群で、は①ExceIlentお

よび Good脹数②凍結および移被可能月五数が対照鮮に

比べて有意に向ヒした。採非数と粧の品質向上はグリ

セリンの他，バイパスコリン，クロム，ナイアシンな

どにより総合的な糖新生が促進され，血糖値が有意に

上昇することにより血中ケトン体濃度の減少と IGF-l

濃度の上昇により採卵数と脹の品質が向上したもの

と考えられた。

最後にカーブエイド G を提供いただいた物産バイ

オテック株式会社に感謝します。
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